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＜要旨＞ 

 生体内局所における酸素分圧は各組織により異なり、また状況により常に変動しています。生体内の低酸素

環境は、細胞の酸素供給の低下あるいは酸素需要の増加した場合に形成されます。酸素は細胞内において、

エネルギー産生、殺菌など異物や生体不要物の処理、細胞内シグナル伝達などに利用され、ストレスなどの外

部環境の制御に寄与しています。虚血性疾患、炎症性疾患や代謝性疾患を含む多くの疾患において、この生

体応答が破綻することが病態の形成と進展に関与していると考えられており、分子機序の解明と応用が今後の

課題となっています。これらの問題について臨床応用を見据えて細胞レベルから疾患モデル動物での薬効評

価までの研究を展開しています。 

 

＜研究シーズ説明＞ 

生体は炎症性疾患をはじめ様々な病態によって細胞障害や外部ストレスに対する応答として、組織修復や再

構築を行います。その過程において組織を構築する実質細胞と間質細胞、そのほか周囲の細胞間との相互作

用のもとで細胞の種類や性質またその配置が変化します。一端大きく変化を起こすと組織中に線維化などを生

じて組織機能に障害を起こすこともあります。動物疾患モデルとして血流障害、肺障害、循環器疾患を作製可

能であり、低酸素ストレス応答の評価、またこれらのモデル動物に対する薬物治療の評価が可能である。 

 当教室では血管生物学をもとに、癌組織に栄養を送達する血管に注目し研究を行っている。癌組織内血管を

制御することにより癌組織への栄養・酸素供給および抗癌剤の効率的な送達を制御することを目的とし、血管か

ら見た癌組織、癌病態というアプローチから研究を行っている。担癌モデルマウスを用いた癌組織内の血管構

造、機能の評価が可能である。 

 

＜アピールポイント＞ 

 創薬を行う上では動物実験は必要不可欠な過程である。また、疾患モデル動物の作製ならびに薬効評価など

はそのリソースと経験が必要である。 

 当教室では低酸素応答が関わる炎症、組織修復、癌、免疫、循環器疾患といった病態モデルマウス作製のリ

ソースとノウハウならびに薬効評価・解析を行うノウハウが揃っている。分子レベルの作用機序解析から薬効評

価まで一連の解析や支援が可能である。 

 

＜利用・用途・応用分野＞ 

組織低酸素が病態に関わる疾患モデル動物の作製と治療薬物評価 

組織低酸素環境下における種々の病態モデルの作製（循環器、がん、免疫疾患） 
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